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　「光陰矢のごとし」とはよく言ったもので、あれから10年

の歳月が流れようとしている。それは日本列島に歓喜の声

が響き渡った2002年のノーベル化学賞・田中耕一氏の受

賞である。田中氏は高校卒業まで富山市で暮らした生粋の

富山人だが、もう一人、1987年にノーベル医学・生理学賞

を受賞した利根川進氏も少年時代（小学1年〜中学1年まで大

沢野町）を富山県で過ごしている。富山県は、いや越中人は

何事にも“熱中人”だから、ノーベル賞ともご縁が深いのか

もしれない。

　さて、田中耕一氏については、NHKの特別番組で興味深

い発言をされたことを思い出す。番組の前後を正確に記憶

していないが、映像的には目立職人（鋸などの目がつぶれて鈍

くなったものを鋭くする人）だった尊父の作業風景が印象的

だった。それは一言も語らず、黙々と手を動かす職人の“後

ろ姿”である。その映像（チューリップテレビの撮影記録）と重

なるように視聴者に強い印象を与えたのは、氏の「富山に生

まれたからこそ、受賞できるような研究成果を残せたと思

います」という謙虚な一言だった。

　ところで、ノーベル賞とはいかなかったが、「キャタピ

ラー」の発明が富山人だったことを知る人は少ない。明治

40年（1907）頃、高松梅治が慶応義塾大学在学中に発明

（詳しい経緯は省略するが富山人らしい心情が創造したアイデ

ア）し、「無限軌道」として帝国陸軍などにその有効性を提

言した。しかし、東京第一師団で実験（大正2年・1913）して

見せた際、英国大使付武官も参観（日英同盟）し、その画期的

な発明に驚き、本国イギリスへ急報したという。ちなみに、

日本陸軍は不採用にしたが、第一次世界大戦の欧州戦線に

突如「タンク」（日本流に言えば無限軌道戦車）が登場したのは

1916年9月のことである。その後、日本軍を含めた全世界

で採用されたのは周知の通りである。また、戦後では小松

製作所の経営危機を救い、そのキャタピラー技術を世界水

準に高めたのも富山人（河合良成）であったことを追記して

おきたい。

　振り返れば、明治以降だけでも偉大な業績を遺した富

山県ゆかりの先覚者が実に多い。どの分野における業績で

も、田中氏の一言に近い事実はあったはずだろう。「郷土と

人間」というものに深い関係があるとするなら、風土から創

造される、風土が生み出す、という思いを強くする。郷土や

風土というものが人間に与える何か（心）が、アイデアとな

り、デザインとなり、形となって業績となる。

文／岡田編集写真事務所

vol.39 c o n t e n t s

デザイン と 継承  VOL.06

“風土”という名の創造主
デザインも「郷土」から生まれる業績

デザインと継承

“風土”という名の創造主　
デザインも「郷土」から生まれる業績

特集

Message from TOYAMA   いま、富山からのメッセージ。

ものづくりを育む、富山の人と風土。

デザイン講習会

村正彰のデザインスケール
講師　 村 正彰

ブランドデザイン基礎講座

ブランドの価値観や美学を、
「経験」を通して伝えていく。

講師　岡本 慶一　森 ひかる　桐山 登士樹　

商品開発研究会

「今」を仕立てる、
山田遊の目の付けどころ。
講師　山田 遊

デザイントレンド速報

メゾン・エ・オブジェ 2012
講師　桐山 登士樹

ナイトフォーラム

エットレ・ソットサスと倉俣史朗
ゲスト　伊東 史子

富山プロダクツ

優れたデザインの商品を、
富山から全国へ発信！
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PROFILE

1985年石川県生まれ。富山大学高岡短期大学部専攻科卒業。㈲クロス 
グラフィックデザイナー。TOYAMA ADC 2009 ［TOYAMA ADC
賞、審査員特別賞 澁谷克彦・選］、TOYAMA ADC 2010 ［TOYAMA 
ADC賞］、北日本新聞広告賞2011［グランプリ］、第10回世界ポスター
トリエンナーレトヤマ2012［入選］など。

私にとってデザインとは、

伝えたいことまで人を導くもの、

そして方向を指示してくれる矢印のようなもの。

楽しく自然に気持ちが向かうような、

そんなデザインを目指していきたいと思います。

COVER

グラフィックデザイナー

山下 結季 Yu k i Ya m a s h i t a

富山県庁前における公開実験と高松梅治（円内）　-越中人譚より転載-



グラフィックデザイン、建築、アート、食、コミュニティなど、

富山を拠点にさまざまな分野の第一線で活躍する6人の富山人に、

富山のものづくりを育む豊かな風土や人について

それぞれの活動を通してご紹介いただきながら、

新しい時代のものづくりやデザインの可能性を探ります。

も の づ くり を 育 む 、
富 山 の 人 と 風 土 。

特 集

Culture

Food

豊 か な 素 材 そのものが 、

広 告になる。

橋本 利久 

Graphic

Community

Environment

Architecture

橋本利久デザイン事務所代表／
アートディレクター

プ ライドが 持 てる街 を、

デ ザ インしたい。

島津 勝弘 島津環境グラフィックス㈲代表取締役／
クリエイティブディレクター

「 富 山の 食 文 化 」で、

つないでいく。

大谷 洋子 富山県アンテナショップ いきいき富山館／
物産・地酒アドバイザー

地 域に 根 差した 表 現 で、

新しい 住まいを。

水野 行偉 水野行偉建築設計事務所代表／
一級建築士

史 上 最 多 のポスターが 、

世 界 各 国から。

稲塚 展子 富山県立近代美術館学芸員

自分 たちがワクワクする

「コトをおこす 」。

高野 織衣 アートNPOヒミング代表

Message f r om  TOYAMA
いま、富山からのメッセージ。
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ザインに限らず、音楽や美術に対して

多感に向き合っていた時期を経て、今

の仕事を始めた頃に描いていた想いは、地域

というよりも世界への憧れでした。それは、言

葉が通じなくても分かりあえるコミュニケー

ションへの共感や感動などをひとまとめにし

た憧れだったのだと思います。この場合の「憧

れ」とは、イメージすることや創造することに

近いと思いますが、ビジネス環境や世界経済

の大きな変化から価値観が変わってきた現代

にあっても、持ち続けたい意識です。このよう

な「意識」や「憧れ」を持ち続けることは、もの

ごとを客観的に捕らえることに繋がると思い

ますが、まさにデザインの過程で必要となる

ことと同じような気がします。

また、建築やファッション、芸術・文化、インテ

リア、プロダクトなど、日常のデザインや広告

の仕事とは無関係に見えることも、たくさん吸

収できる柔軟な気持ちを持ち続けたいと思っ

ています。富山県は、自然環境などの風土が豊

かであることは知られていますが、他にも産業

や伝統工芸にも高い水準を保ったものが多く、

そこから育まれた素材そのものがデザインの

題材になることがあります。この地域で出逢っ

たクライアントと話し合い、自分の知識や経験

と必要な情報のフィルターで耕していく作業

がそのまま広告になっていくケースは、まさに

恵まれた仕事と言えるかもしれません。

築家として東京から富山にもどって7

年。当初、東京での経験をふまえて富山

らしい建築をつくろうと、自分なりに悩み何と

かカタチにしたのが、自宅の〈ガラスのピラミッ

ド〉だった。ガラスの合掌造りのようなこの建物

は、急勾配屋根をもち、内部にもうひとつの家が

入っていて、それをガラスでパッケージした入

れ子のつくり。光をたくさんとりいれながら、

内部環境を安定させる仕組みは、雪国には画期

的な提案だったと思う。いろいろな意味でソト

に開いている事が評価され、県内外から建築賞

をいただいた。今、この住まいは、建築設計のオ

フィス、陶芸家のアトリエ、ギャラリー、自宅の

4つの看板を持ち、その多彩なプログラムを受

け入れる、人々の集いの場としてある。

2年前に富山らしい敷地で住宅を設計する機会

を得た。敷地は富山県上市町の剣岳が見える田

園風景の中。立山連峰の稜線に並行して配置し

たこの建物は、全ての部屋から剣岳が見え、壮

大な山々に対峙する建築とした。〈上市の家〉剣

岳に恩恵をうけつづける住まいは、既成の家型

をつかった地方らしい住まいのカタチと豊か

な内部空間が評価され、昨年、第42回富山県建

築賞をいただいた。

僕自身は登山や釣りによく行く。富山の自然に

触れていると、なんと素晴らしい所に住んでい

るのだろうと、いつも実感する。そんな体験も

取り込みながら、地方に根をおろし、この土地、

この地域に根差した表現を探しながら、新しい

富山の住まいを考えつづけていきたい。

山でデザインに取り組み始めて24年

余りになりますが、若い頃はデザイン

する事に一生懸命で、大切な富山の風景に目を

向ける余裕も無く、県外のプロジェクトでの実

績づくりに走り回る毎日でした。そうした時期

に富山でのプロジェクトの依頼があり、富山ラ

イトレールのトータルデザインチームに参画

したことが、私の富山人としてのデザイン作業

にも大きな変化となったことは確かです。富山

の街並みを走る、最新型のLRTはどのような

デザインで、どんな色彩が良いのか。世界中の

LRTを調べ尽くしたことで見えたことが、富

山を見ていない自分や関わりの薄さを再認識

することになり、良い勉強の機会となりまし

た。無理なデザインをせず、富山の人々の持つ

故郷のイメージの原点である「雪の立山」の原

風景をそのままコンセプトに、富山の歴史、文

化、風土、祭りなど、賑わいと豊かな自然の彩り

が7色の個性を持つ車輌デザインとなり、多く

の方々に親しんでもらえる公共交通となりま

した。その後も色々なデザインイベントに、多

くの富山のみなさんにご協力いただき、サポー

ターとなっていただいた事が大きな話題とな

り、評価にもつながりました。だからこそ、新し

い展開デザインの市内環状線についても、ご理

解いただけたのだと思っています。新幹線開業

まであと3年余りですが、伝わる富山を目標に

多くの方々にご協力いただきなから、富山のみ

なさんがプライドの持てる街となるよう、これ

からもデザインで恩返し出来ればと思います。

島津 勝弘  K a t s uh i r o  S h i m a z u

島津環境グラフィックス㈲代表取締役／
クリエイティブディレクター

1959年富山県生まれ。88年島津環境グラ
フィックスを設立。公共都市環境における景観
デザイン、環境グラフィック計画、公共空間や商
業施設等のサインシステム計画などのディレク
ションを行う。医療看護支援ピクトグラムなど
の普及導入へのサポートから、医療環境におけ
る情報改善にも取り組んでいる。また富山市の
公共交通への取り組みにおいても、市民参加型
事業となるようコーディネートを行っている。

1969年富山県高岡市生まれ。95年大阪工業
大学大学院修士課程修了。96-2001年室伏
次郎/スタジオアルテック。98年一級建築士
免許所得。01-03年城戸崎和佐建築設計事務
所。03年水野行偉建築設計事務所設立。05
年富山県建築賞＜ガラスのピラミッド＞、10
年中部建築賞＜竹林の見える家＞、11年富山
県建築賞＜上市の家＞。

橋本 利久  R i k y u  H a s h i m o t o

橋本利久デザイン事務所代表／
アートディレクター

1961年富山県生まれ。橋本利久デザイン事務
所代表。企業活動や公共事業のイメージアップ
につなげる戦略的なブランドデザインや商品
開発を手掛ける。96・97・2005年TOYAMA 
ADC賞グランプリ、97年NewYork ADC賞
Merit Award、2000年富山県デザイン展大
賞など受賞。世界ポスタートリエンナーレトヤ
マ（日本）、ショーモン国際ポスターフェスティ
バル（フランス）、ブルノポスタービエンナーレ

（チェコ）などの国際ポスター展に入選。

上市の家／（左）居間:開口のむこうにキッチン。その境界の壁にはウィリアム・モリスの壁紙を使用、ナチュラル
な風合いで木と相性がよい。（右）北側外観:その先には剣岳が見える。立山連峰を背景にした素朴な住宅。

富山県水墨美術館／企画展ポスター
2009（富山県）

富山デザインフェア2010 ／イベントポスター
2010（富山市）

富山国際会議場
シンボルマークとサイン計画
1999（富山市）

オーバード・ホール
シンボルマークとサイン計画
1996（富山市）

ガラスのピラミッド／
ガラスの外皮のなかにコンクリートの箱
が見え、入れ子の構成がみてとれる。

Graphic

水野 行偉  Yu k i h i d e  M i z un o

水野行偉建築設計事務所代表／
一級建築士

Architecture

Environment

デ

建

富

（左）富山ライトレール5周年事業で、沿線小学校の生徒さんに沢山の「5」をデザインしていただき、7車輌すべてを5周年のデ
ザインラッピング。（右上）富山北部高校情報デザイン科の生徒のみなさんに、デザイン協力いただいた、PORTLOVE車輌
のバレンタインラッピング。（右下）富山デザイン・ビューティー専門学校のみなさんに、デザイン協力いただいた、ポートラ
ムエコバックのグランドプラザでの市民投票。

市内環状線デザインと合わせて、街なかの季節毎のバ
ナーデザインや車輌ラッピングデザインを展開。

Message f r om  TOYAMA
いま、富山からのメッセージ。
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見の川沿いにある築100年の赤い蔵

「ヒミングアートセンター」に私はいる。

ここは、現代アートの展覧会、ワークショップや

レクチャーを開催したり、カフェでお茶を出した

りもしているが、一番の主たるはアートの多様な

視点で「コトをおこす」場として存在している。

アートの視点とは？私がそれを体感したのは、

2005年ヒミングにボランティアとして参

加した時だ。アートはよくわからないけれど、

アーティストと町を歩くと、ワクワクした。古

びた氷見の上庄川沿いの漁具倉庫だったり、海

や山の風景だったり、当たり前にあったもの

が、視点を変えると特別な価値を帯びて煌めい

た。アートは、私たちの暮らしを豊かなものに

する。そんな風に感じるようになった。

そして、2008年アートセンターをオープン

し、本腰を入れてこの場のオリジナリティーか

ら生まれる面白い事を探し始めた。集まって来

たのは、自然と向き合う釣り好きのおじさん、

近隣の大学生、県外の大学を卒業して戻って来

た若者、地元の小学生など、様々な年代の人達。

そこに、アーティストがやって来て、一緒に動

く。アートの視点とここに集まる人がもつ情報

が重なり、昨日まで知らなかった何かが見えて

くる。たぶん人は、新しい事を発見することが

とても楽しいのだ。

私は、今も、上庄川沿いの漁具倉庫が建ち並ぶ

風景が大好きだ。これから、この川沿いの場を

使って、沢山の人が交流し、衣食住をさらに考

える新しいアートプロジェクトを始めたいと

考えている。人任せでない、自分たちがワクワ

クする「コトをおこす」為に。

内、国内、海外問わず、多くの方々に支

えられてきた富山県立近代美術館は、

昨年、30周年を迎えました。当館コレクション

が変わらずに出迎えてくれる常設展示「20世紀

美術の流れ」は最も魅力的な展示室であり、マル

セル･デュシャンやジャスパー･ジョーンズなど

の所蔵品は、富山のファンの方々はもとより、海

外の美術館や研究者にも注目されています。こ

の常設展示室に身を置くたび、私自身が十代の

頃に、近代美術館を通してシュルレアリスムや

現代美術を知ったことを思い出します。

2012年の大きな企画展のひとつは、3年に一

度開催の「第10回世界ポスタートリエンナー

レトヤマ（IPT2012）」です。1985年以来、日

本で唯一開催されるポスターの国際公募展で

あり、その第10回展募集を1月15日に締め切

りました。昨年3月の大震災や経済状況が世界

的に変動している中にもかかわらず、4,622

点というIPT史上最多のポスターが世界各国

から寄せられました。デザイナーやデザインを

志す学生たちが1枚のポスターに託したメッ

セージが目指す場所。それがこの富山であるこ

とはとても誇らしい。受賞・入選作品と審査員

出品のポスターを通して、動き続ける今という

時代を捉えるIPT2012の展覧会は、6月9日

から開会します。この夏の近代美術館は、世界

にとても近い場所になりそうです。

最近、自分と同じように、近代美術館を通じて美

術やデザインに関心を持ったという若い方に会

うことが多くなりました。多くの方々から近代

美術館に寄せていただいた想いのバトンを、次

の世代にも繋いでいきたいと思っています。

高野 織衣  O r i e  Ta k a n o

アートNPOヒミング代表

富山県氷見市生まれ。ニューヨーク市立大学シ
ティーカレッジで、フィルムメイキングを専
攻。2002年富山へ戻り、テレビの放送局にて
番組制作を担当。05年、ヒミングの前進「氷見
クリック2005」にボランティアスタッフと
して参加し、氷見クリックのドキュメンタリー
VTRを制作。以降、番組制作とヒミングを掛け
持ち、08年、NPOヒミングを立ち上げる。

富山県生まれ。1991年より富山県立近代美
術館学芸員として勤務（94-98年は、富山県民
会館美術館学芸員）。主な担当展として「現代
日本美術の動勢 -インダストリアルデザイン
の新風景」展（99年）、「椅子の森から」（2007
年）、「とやま現代作家シリーズ -メッセージ」

（2010年）など。

（左）IPT2012公募ポスターと
ロゴマーク／開館以来、近
美の企画展ポスターを手掛
ける永井一正氏のデザイン。

（上）IPT2009審査風景

常設展「20世紀美術の流れ」

ヒミングアートプロジェクトにより40年ぶりに造船した、木造和戦 天馬舟。

（左）ヒミングアートセンター／
築100年の石蔵

（下）ヒミングワークショップ／
天空の森での生木で椅子を
つくるワークショップ。

稲塚 展子  H i r o k o  In a z u k a

富山県立近代美術館学芸員

Culture

Community

京から富山県を発信する場として開

設されたアンテナショップは10年と

いう時間をきざんだ。当初は「富山県ってどこ」

「富山県といえばます寿し」という声が多かっ

た。首都圏消費者が持つ富山のイメージ「海と

山と里。豊かな自然の中で育まれた新鮮な食材

の宝庫」。このプラスイメージをもった「食」が

より「魅力ある食」になるには、「なぜ富山にそ

の食があり、食べ方があり、だからおいしい」と

いうまさに「食文化」を伝えることが販売方法

のポイントであった。例えば売り上げ上位を占

める昆布巻きかまぼこは昆布ロードや「よろこ

ぶ」につながるのでお正月のおせちに、鯛の細

工かまぼこは「幸せ」のおすそわけです、と語ら

れ販売されてきた。2006年のリニューアル

時に作った実演コーナーは首都圏消費者と富

山の生産者のコミュニケーションの場となり、

より良い商品作りのためのフィードバックの

場となっている。気に入った富山の食と出会っ

たお客様には現地で「旬の風」を感じてみませ

んか、とお伝えしている。それまで「知らなかっ

た地方」が「もっと食べてみたい」「作っている

人に会ってみたい」と「食」を通じてあっという

間に地方が身近になる。いつの間にか「富山の

食材」が他県の「家庭の食材と味」に入り込んで

いる。そんな時がくることを期待したい。

そして私自身、富山の「食」で育ったことにあ

らためて感謝したい。その気持ちを少しでも伝

え、次世代に「富山の食文化」「食べることの大

切さ」がつながっていくことを願っている。

富山県生まれ。2002年に富山県が東京のア
ンテナショップとして開設した「いきいき富山
館」に開設当初から物産・地酒担当スタッフと
して参加。それまでの仕事、結婚、育児を通じて
実感した「食」の大切さ、ふるさと富山の食文化
と素材の素晴らしさを東京より発信。新商品作
りのアドバイスや富山県のイメージアップを
戦略的に展開している。

いきいき富山館内観

大谷 洋子  Yo k o  O t a n i

富山県アンテナショップ いきいき富山館／
物産・地酒アドバイザー

Food

氷

県

東

実演販売コーナー

人気商品 かまぼこ売り場

特 集
Message f r om  TOYAMA
いま、富山からのメッセージ。
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日常生活の中の「意識」を考えるきっかけ

2011年5月26日から6月6日まで、西武池

袋本店で｢Junglin'｣というタイトルの展覧会

を開きました。｢Junglin'｣ という名前は ｢順

繰り｣に｢ing｣をつけた造語。無意識に繰り返

す毎日の中で気がついたことを積み重ね、結

びつけていく作業は、デザインに近いのでは

ないかと思い、「意識」というテーマで展覧会

をすることにしました。

｢Junglin'｣は、ラッピングやシャツ、ショッピ

ングバッグなど、6つのコンテンツから成り

ます。例えば、｢ラッピング｣ では、60cm角

の台が3つ、それぞれ西武池袋本店の包装紙

で小さな商品を包み続けている画像が上か

ら投射されていますが、商品も包装紙の裏側

も真っ黒なので、何を包んでいるのかが分か

りません。そのうち、少しずつ商品の形があ

らわになっていくというムービーです。我々

が物を脳に記憶する時、その色や形を鮮明に

覚えているような気がしますが、実はかなり

圧縮した形で記憶されているという話があ

ります。しかも、形のアウトラインではなく、

曲がっている部分だけを記憶している。その

記憶の仕方が面白いなと思ったことが、この

｢ラッピング｣につながっています。

例えば、自動販売機の商品配列にしても、「人

間は無意識に左上から見る」ということから、

その位置におすすめ商品が置かれています。

この自動販売機のように、どんなことにも必

ず理由があるということが分かりました。だ

からこそ、毎日の中で見過ごしてしまいそう

なことを見つけ出すという作業が面白いな

と感じていますね。

LOFTで買うことの意味を提案

2011年9月1日にオープンした ｢有楽町

LOFT｣ の広告と全体のディレクションを務

めました。広告では、タイポグラフィー編と

写真編の2枚のポスターを制作しました。写

真編で使用した写真は、オープンの約3ヶ月

前の現場を撮影したものです。その時の現場

のスケルトンな状態が、LOFTの ｢倉庫｣ ｢屋

根裏部屋｣ というイメージに当てはまったの

で、そのままポスターに使いました。情報は

｢9月1日に有楽町LOFTがオープンします｣

ということしか書いていません。

有楽町LOFTは天井高が約7ｍもあり、上部

がかなり空洞になることから、2階を造って

2階を倉庫にするという提案をしました。約

300個の段ボールを積んだ倉庫に、お客さん

に入っていただくという設定です。さらに、

その段ボールにはLOFTで扱っている商品の

シルエットを入れました。

LOFTは、いわゆる雑貨屋。基本的にオリジナ

ル商品ではなく、購入したナショナルブランド

の商品を販売しているので、スーパーや文房具

屋でも同じものが買えます。ですから今回は、

「LOFTで買うことの意味」を大きな課題とし

て提案しました。それは編集能力でしかなく、

強化していこうという発想で行いました。

今日と明日の通過点となるホテル

カプセルホテルのオーナーから依頼を受け、

京都寺町に新時代のカプセル型ホテル ｢9h 

nine hours｣を造りました。

今、カプセルホテルは、1泊3,000 〜 4,000

円で競い合い、サービスもどんどん過剰に

なっています。そこで、我々が考えたのは、安

価な宿泊料金や過剰なサービスが売りのホテ

ルではなく、体に近いところの快適性を高め

たホテル。カプセルは初めて作られた1960

年以降、同じものしか作られていないため、新

たに作り替えました。新しいカプセルは繭の

ような形で角がないのが特徴で、｢スリーピ

ング・ポッド｣と呼んでいます。ハニカムで積

んでいることも、従来との大きな違い。真下

や真上に人がいないという安心感に加え、自

分のカプセルまで真っ直ぐ上がれるという

利点があります。そして、カプセル内は、パナ

ソニックと共同開発した光で寝起きするシ

ステムなどを備え、快適な睡眠を追求しまし

た。夜は設定した時間まで30分かけて光が

ゆっくり消え、朝も30分かけて光がゆっく

りつきます。このシステムを設けたのは、ド

アが付いていないため、目覚ましのアラーム

音の発生を防ぐためです。

体に近いところの快適さを追求するため、あ

えてサービスをなくしたところも特徴です。

受付時に水を1本お渡しするだけ。何にも持

たないので、外との隔たりがありません。ここ

を中心にもっと街を活用してもらうことも目

的としています。ホテルの名前も、休むためだ

けの滞在時間を想定して名付けました。

建物は9階建てで、1階が受付、2階がラウン

ジ、3階と9階がロッカーと洗面とシャワー

ルーム、それ以外は部屋になっています。女

性の方もゆっくり仮眠がとれるよう、男女

の空間は分けています。ほぼセルフサービ

スなので、個人で動けるよう、壁や床のアイ

コンで進路方向を示しました。また、1階は

デ ザ イ ン 講 習 会 ［ デザイン分野のスペシャリストを招いた講習会］
D E S I G N S E M I N A R  

Junglin'（2011） 商品の形だけが浮かび上がる「ラッピング」

白、シャワールームはグレー、寝るところは

黒と、カラーリングも工夫。アメニティにお

いても、シャンプーとコンディショナーとボ

ディソープなどは無添加洗剤の製造会社と

一緒に作りました。このように、体に近いと

ころは快適で、遠いところはドライといった

機能的なデザインを大切にしました。

｢9h nine hours｣は今日と明日の通過点、い

わばトランジットのような存在。通常のホテ

ルのランク付けのようなヒエラルキーの枠

に入らない位置づけにしました。時計と同じ

ように、宿泊先も状況に応じて使い分けてほ

しいと思っています。最終的に目指している

のは、都市のインフラ。5年間で53店舗を目

標にしています。

池袋に新しい待ち合わせ場所を

2010年6月にグランドオープンした西武池

袋本店のリニューアルにも携わりました。

池袋駅は地下が非常に発達していることもあ

り、日本で2番目に乗客率が多い駅です。しか

し、西武池袋本店B1には地下道に面する最も

大きな部分に入り口がありませんでした。　

ですので、そこに穴を空け、さらに元から

あった大きな柱を生かして ｢光の時計｣ を作

ることで、待ち合わせ場所になるような空

間を提案しました。｢光の時計｣ は柱自体が

LEDであり、数字しか表示していません。毎

時間、音楽と映像が流れる仕組みになってお

り、音楽は時間ごとに違うものが流れます。

映像は中村勇吾さん、音楽は元YMOの高橋

幸広さんを中心とした色々なアーティスト

に作っていただきました。

9h nine hours（2009） お客さんが一人で行動できるようシューズボックスや受付などのサインを床面にデザイン。

光の時計（2010）
11,000個のLED照明と数字でデザイン。

有楽町LOFT（2011）
LOFTが持つ倉庫というイメージを、オープン前の現場を撮影し
たポスター（左）と、段ボールを使ったサイン計画（右）で具現化。

ひろむら・まさあき／愛知県生まれ。1977年田中一光デザイン室入社。88年
村デザイン事務所設立。日本科学未来館CI・サイン計画、東京工芸大学UI計画、

日産自動車デザインセンターサイン計画、平城遷都1300年記念事業シンボル
マークロゴデザイン、横須賀美術館VI・サイン計画、西武池袋本店構造改革ディ
レクション等を手がける。毎日デザイン賞、KU/KAN賞、SDA賞、JAGDA賞な
ど受賞多数。www.hiromuradesign.com

田中一光氏を継承するグラフィックデザインをベースに、建築家やインテリアデザイ

ナーらとのコラボレーションによってデザインの領域を広げ続ける 村正彰氏。新た

なビジュアルコミュニケーションデザインを実践する 村氏に、近年手がけられた作

品についてお話いただきました。

［講師］ 村 正彰（ 村デザイン事務所 グラフィックデザイナー）

［日時］2011年11月16日㈬　［会場］富山県立近代美術館

村正彰のデザインスケール
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ブランドの世界を「経験」として共有する

今回の講座は、東京富士大学の岡本慶一氏に

よる「ブランド基礎概論」でブランドの基本

的な考え方とデザイン活用についての解説

からスタートしました。

岡本氏は、消費者の平均的なニーズを探る

マーケティングによる商品開発や市場主義、

また過度の技術志向によって、あらゆる業界

で競争相手とサービスや商品の差別化がで

きなくなる「コモディティ化（同質化）」が進

行し、その結果として価格競争に陥ってし

まっている現状を解説。マーケティングの問

題点を指摘すると同時に、これまでのブラン

ド論の変遷と、いま注目される、第三ステー

ジのブランド論について紹介しました。

そのなかで、イタリアのアレッシイやアメリ

カのクリスピークリーム、ベン&ジェリーズ、

アメリカンガール、ハーレー・ダビッドソン、

スターバックス、日本の和菓子屋「たねや」な

どの成功例を取り上げ、企業のイノベーショ

ンは、現在では、もの、技術、利便性、機能だけ

ではなく、思い出に残るような驚きの「経験」

をどうデザインできるのかにかかっている

と解説。空間や商品、人、広告、デザイン、イベ

ントなど、消費者との接点となる様々な「場」

をどうデザインし、どんな「ブランドエクス

ペリエンス」を提供し、共有できるかがブラ

ンドの価値をつくっていくことにつながる

と強調しました。(図1)

さらに、京都の老舗旅館「俵屋」の例を挙げ

て、「日本の伝統的ビジネスは、もともと質

の高い経験的価値を提供するノウハウをた

くさん持っていた」とも紹介。企業やブラン

ドの持っている価値観や美学を、さまざまな

「場」のなかでディテールにこだわりながら、

物語として、感動体験として伝えていくこと

が重要であると語りました。

また、国によって文化の違いはあるが、何ら

かの形で、どんな世界を目指しているのかと

いった企業独自のメッセージを打ち出して

いくことがブランドづくりにつながり、いま

とても大事なことであると話しました。

ブランドファンを醸成する経験価値を

続いて、富山県総合デザインセンターの桐山

デザインディレクターが、自身が取り組むミ

ラノサローネでの「Canon NEOREAL」を通

した欧州におけるブランディング事例や高

岡銅器協同組合の「KANAYA」のブランディ

ングについて紹介しました。

桐山ディレクターは、「いま、過去の開発手法

から脱却し、新たな開発フローを編み出すこ

とが必要」だと語り、日本だけでなく、世界の

マーケットに対しての開発スキームづくり

や様々な連携がブランドづくりにおいて一

番大事なポイントになると語りました。

ミラノサローネで毎年プロデュースしてい

るキヤノンの展示会「Canon NEOREAL」

では、世界中から集まるビジネスマンやトッ

プクリエーターたちに、キヤノンの製品では

なく、製品で何ができるかという未知の映像

体験を通して、デジタルイメージングの世界

観を示していると解説。質の高い経験価値を

通して、キヤノン製品の可能性を感じてもら

い、キヤノンブランドのファンを醸成する場

をつくることが、ブランドプロデュースの最

も大切なミッションであると説明しました。

また、「KANAYA」については、高岡発のイン

ターナショナルブランドをつくること。持続

可能な組織体制を構築すること。そして、あ

らたな販路を開拓することが目的であると

話し、世界の大都市に住むビジネスワーカー

向けの「Tray Style」における商品開発や組

織づくりへの取り組みを紹介。2011年の

発表会やインテリア・ライフスタイル展への

出展、さらに、今年1月に開催されたパリのメ

ゾン・エ・オブジェの「NOW!」出展への経緯

に触れ、その後の数多くのメディアでの掲載

や、反響についても紹介しました。

メゾン・エ・オブジェでは、著名なデザイナー

からのコントラクト向けの引き合いがある

など、いい反応があり、今後の展開に向け

て、より丁寧なコミュニケーションが重要に

なっていくとも語りました。

今後は、組織体制の強化、「KANAYA」の会社

設立、コンセプトショップづくりなどを目標

に掲げ、海外販路の開拓と同時に、国内市場

への本格参入を目標にブランドの確立に向

けて取り組むことが報告されました。

ワインスケープによるブランド世界観を体感

ミラノ在住の森ひかる氏は、イタリアの2つ

のワイナリー建築をテーマに、設計とデザイ

ブランドの基本構造をはじめ、地域、会社、商品にブランド力を付けるために必要な考

え方や活動を、豊富な事例を交え細かく解説する集中講座。

3回目となる今回は、ブランドの基礎解説に、東京富士大学教授岡本慶一氏、海外プロ

ジェクト解説にイタリアを拠点にインテリア、建築、ブランド戦略などで幅広く活躍

する森ひかる氏をゲストに迎え、日本のトップ企業のブランドを導いてきたデザイン

ディレクター桐山登士樹という豪華講師陣で開催しました。

［講師］岡本 慶一（東京富士大学 教授）    森 ひかる（ZITOMORI 建築家）

桐山 登士樹（富山県総合デザインセンター デザインディレクター）

［日時］2012年2月22日㈬　［会場］ウイング・ウイング高岡5F研修室

ブランドの価値観や美学を、
「経験」を通して伝えていく。

ンの現場でのブランディングについて紹介

しました。グローバル経済下で世界中でワイ

ンが造られるようになり、ワインのテイス

ティングの一般化、ニュートラル化が進んで

いると説明。ワイナリー独自のワインの世界

を、どのように消費者にパッケージとして届

けられるかが大切だと語りました。

まず、ブランドマーケティングの5つの鍵と

して、独自性、特異性、クオリティ、伝統、持続

可能性を掲げ、さらに独自のワイン世界をつ

くる3つの要素として、地域特性・風土、建築、

作り手というコンセプトを紹介。これら3つ

を合わせて「ワインスケープ」と呼び、ワイナ

リーの独自の世界観を凝縮したものをパッ

ケージングして消費者に届けることで、ワイ

ンの製品としての価値観を高めることがで

きると語りました。

また、オープンワイナリーというコンセプト

で、周辺をとりまく人達が、常にそこに通い、

交流するフォーラム（広場）のような役割を

果たす場としての建築をつくりあげること

で、コミュニケーションの発信基地となるこ

と。そうすれば、個々のワインのヒストリー

を強化でき、ワインを買う人が、このワイナ

リー独自の世界を疑似体験できるようにな

ると説明。そして、疑似体験をした上で、最終

的にはワイナリーでの実体験を通して、作り

手の考え、経験を体感、共有できるようにな

ることが最も重要だと話し、この手法は、ワ

インの世界に留まらず、そのほかのいろいろ

な場面で展開できるブランディングへのア

プローチではないかと語りました。

ブ ラ ン ド デ ザ イ ン 基 礎 講 座

［ ブランドづくりのための考え方を、事例を交えて学ぶ集中講座］

おかもと・けいいち／ 1972年㈱電通入社。電通総
研研究部部長、ITC部長などを経て02年3月電通
退社。同年4月より東京富士大学教授。「ブランド
マネジメント論」、「マーケティング論」などを担当。
武蔵野美術大学、札幌大学、名古屋商科大学院でも
教鞭をとる。日本記号学会理事、日本広告学会常任
理事など。著書に『現代のマーケティング戦略1/製
品・ブランド戦略』（有斐閣、2004）ほか、多数。

もり・ひかる／ 1991年東京芸術大学大学院修士
課程修了後、渡伊。ミラノにおいてデザイン、建築、
ランドスケープを主体に活動。99年より建築ユ
ニットZITOMORIを結成。主な作品に「FEUDI DI 
SAN GREGORIO社」（ワイナリー）、「Vigna la 
Corte」（複合商業宿泊施設）、組み合わせ可能な照明

「Carmencita」（NEMO-CASSINA）など。2010
年「イタリア建築学会カンパニア州建築賞」受賞。

Canon NEOREAL  2012のメインテーマは「NEOREAL IN THE FOREST」

空間

WEB

イベント 商品

デザイン

広告

ヒト
社員 経営者・

顧客

価値を「経験」として
共有・共創・創発する

〈BA（場）〉

BRAND VALUE
ブランドの価値

KANAYA  メゾン・エ・オブジェ2012での様子

BISCEGLIA（ワイナリー） 円形セラー内部   photo:PEPPE MAISTO

BISCEGLIA（ワイナリー） 最上階レストラン内部
photo:PEPPE MAISTO

図1:ブランドの世界を「経験」として共有する

FEUDI DI SAN GREGORIO（ワイナリー）

ワイナリー外観  photo:Luca Vignelli

セラー内ガラスキューブ（試飲室）  photo:Donato Di Bello
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花火のセレクトショップを展開

普段はバイヤーとしてお店をつくる仕事や、お店のバイイング企画

などをしているのですが、1年に2ヶ月ぐらいはものを売る気持ち

を忘れまいと、花火のセレクトショップ「fireworks」を始めました。

花火そのものは作らず、数千ある手持ち花火の中から素敵なものを

選んでリパッケージしたり、什器、販促物などをデザイナーと制作し

て販売しています。量より質を大切にした花火で、これまでの花火の

販路を変えるという目的があり、花火を売ったことが無いお店で売

ろうというプロジェクトです。ユナイテッドアローズ、アーバンリ

サーチといったファッションやインテリアデザインのお店、ミュー

ジアムショップなど50店舗で夏の2ヶ月間限定で展開しました。ス

テテコと花火に共通するように、日本でつくって日本でものを売る

以上は季節感を意識する必要があります。そしてこの2つは、日本人

なら誰でも知っているものであることも成功につながった要因だと

思っています。

最初にトップのお店から売ること

ものをつくって流通させて行くときに、一番気にしなければいけない

のは、最初に売る店をどこにするかです。戦略としては世の中で一番

ヒエラルキーが高いと言われているお店からあたっていかないとい

けないですね。ピラミッドの下のパイで始めると、商品の命がどうし

ても短くなってしまいます。また、マーケティングのノウハウや知識

も必要ですが、発想の転換も大切です。花火やステテコの例もそうで

すが、売り場や、ものとして偏っているところには必ず裏側があり、そ

こにチャンスがあるはずです。また、海外に向けて売りたいと思って

作っているものも、まず日本で売れているものしか海外でも売れませ

ん。世界で一番厳しい東京の消費者の目で選ばれたものは、世界でも

売ることができるのです。

■テーマ

「今」を仕立てる、
山田遊の目の付けどころ。
［講師］山田 遊（㈱method代表取締役・バイヤー）

［日時］2011年11月18日㈮　［会場］富山県産業高度化センター 2F会議室

売り方を考えたものづくりを

メソッドという会社を経営し、バイヤーをしています。メーカーと小

売店の間に立つ存在ですが、ものが売れる時代ではなくなっています

ので、ただ商品を流通させるのではなく、小売店さんに情報を流通さ

せる仕事をしています。ものが売れないのは景気以外に、日本の消費

者が非常に成熟してきていることも要因です。メーカーさんはもっと

したたかに、たくましく、いいものをどう売るか、どうPRするかも考

えなければいけない。ものをつくる際にも、例えば、どんな雑誌に載り

たいのか、どんなお店に置いてほしいのか、どういう人に買って欲し

いのかというところまで想像力を働かせてつくることが、もっと必要

なのではないかと思っています。

価値観を転換したsteteco.com

steteco.comというブランドの仕事をしています。ここ数年でステ

テコブームを巻き起こした、その元になったブランドです。ステテコ

の問題点は、白くて透けるということや、お父さんのズボン下という

イメージがあったこと。しかし、ステテコを染め、プリントすること

で、その存在を変容させてしまった。日本の蒸し暑い夏にはぴったり

で、通気性に優れていて、薄くて涼しい。透けないので、コンビニや近

所への散歩ぐらいなら大丈夫です。steteco.comの商品は全国49

店の百貨店バイヤーが選ぶベストセラー商品として、2年連続で受賞

しています。素材は綿クレープで、ちぢみと呼ばれる江戸時代末期か

ら続いている織物です。簡単にはマネの出来ない伝統的技術が活かさ

れていますから、大手メーカーさんから、安価な商品がたくさん発売さ

れても、値段で6〜7倍するsteteco.comが負けなかったのは、はいた

ときの気持ち良さで勝っていたから。人々の生活に合わせて、ステテコ

を染めプリントするという作業によって価値観を転換したことや、ユ

ニセックスであり、エイジレスにしてしまったことも勝因です。

国立新美術館ミュージアムショップ「スーベニ

アフロムトーキョー」や新型リサイクルショッ

プ「PASS THE BATON」など、いま最も注目さ

れているお店を数多く手掛ける山田遊氏をゲス

トに迎え、いま求められるものづくりとその売

り方について、語っていただきました。

（左）パリのライフスタイルショップで有名なメルシーのエントランス。メゾン・エ・オブジェの期間中イベントが開催された。
（右）経済産業省 クール・ジャパン事業の一環のプロジェクト｢365日 Charming Everyday Things｣

「NOW!」への出展が、実りある商談への近道

今回、県内からは能作さん、ナガエさん、天野漆器さん、KANAYA(高

岡銅器協同組合)が出展しました。なかでもKANAYAは、激戦区といわ

れるホール8｢NOW!｣に初出展。なぜ激戦区かというと、「NOW!」には

最新のトレンドが集まるので、多くの人々の興味・関心を引くのです。

マスコミの方も寄られるので、色々な人たちに自分たちをアピール

できます。だから、｢NOW!｣ に出られたら、言うことなしなのです。た

だ、展示会場の規模がまだ小さいので、用意周到にネットワークを駆

使して入り込まないと、とんでもない場所になり、商談に良くない影

響を及ぼします。したたかに動くことが必要ですね。KANAYAの場

合は、昨年9月に主催者のディレクターにパリでプレゼンテーション

を行い、その段階で内諾をもらっていました。また、11月には私のオ

フィスを訪ねて来られました。見せ方において大事なことは、いかに

目を引くか、いかに組み合わせしやすいか、且つ独自性があるかです。

KANAYAは、嬉しい事に多くの引き合いをいただき、次に繋がる評価

を得られました。

日本の物づくりの美しさを、改めて実感

日本からは、高知県馬路村monaccaの、間伐材で作られたトート

バッグをはじめ、燕のポットや能作の錫製品、SUSギャラリーの器、

grafiaの地球儀、JOBUのキッチンウェアなど色々な企業が出展さ

れていました。海外の企業で気になったのは ｢ALESSI｣。ここ数年間

は停滞気味だった巨大ブランドですが、中国の学生とコラボレーショ

ンを始めていたのです。マーケットの捉え方がこのぐらいストレー

トでダイナミックな方が強いと感じ、日本人は少し奥ゆかしすぎるか

なと思いました。ただ、日本全国から365点を選出し、テスト販売を

行う経済産業省のクール・ジャパン事業の一つ ｢365日 Charming 

Everyday Things｣を見た時、諸外国と比べて、繊細感や高質感、ディ

テール処理のうまさなど、日本の物づくりの美しさは際立っているな

と思いました。現地評価も大変良かったです。

■テーマ

デザイントレンド速報

メゾン・エ・オブジェ 2012
［講師］桐山 登士樹（富山県総合デザインセンター デザインディレクター）

［日時］2012年2月21日㈫　［会場］富山県産業高度化センター 2F会議室

オリジナリティが、他の見本市にはない魅力

メゾン・エ・オブジェは、時代、装飾、優美、技術、実用、洗練という6つ

のキーワードのもと、主催者のSAFIが独自に審査を行ってブース割

を決め、今年のトレンド配信を行っていることが、一つの売りになっ

ています。さらに、世界中のバイヤーが購入したものが、もう一つのト

レンドを生み出すという相乗効果をもたらしています。

世界のバイヤー・専門家が集まるビジネス

このところ、ギリシャの財政危機問題が欧州全土に拡大していると

いわれていますが、8万5,766人の来場者はフランスをはじめEU

諸国が多く、予想外に活況があり、欧州の底力を実感しました。スイ

ス、日本、アメリカ、ロシアもトップ10入りし、やや下位には中国や

インドなどが入っています。近年、世界中から来場者が増えており、

特にアフリカ、アジア、北米の来場者は前年度より大幅に増えまし

た。つまり、世界的見本市としての評価が高まっているといえると

思います。

その理由の一つに挙げられるのが、インテリアコーディネーション。

家具・ファブリック・テーブルウェア・アクセサリーなどインテリアを

デコレーションするアイテムが揃うため、トータルに物を見ることが

できます。昔は、椅子やソファーのみで善し悪しを判断していました

が、今は空間全体、トータル的にコーディネーションする見方になっ

ているように思います。

来場者の64％はバイヤーで、36％は専門家。専門家の中にホテル

ディレクターが数多くいることが欧州の傾向です。例えば、彼らはホ

テルの計画や改装に伴って、ここで商材を見つけます。私が今回最も

強く感じたのは、プロジェクトに使う装飾品・調度品を探しに来てい

る方々、特に専門家がすごく多いということ。また、世界中から色々な

人たちが集まるようになってきたことにより、広がりが出てきている

と思いました。不況といえども、このビジネスがまだまだ健在である

ことを現場で思い知りましたね。

1995年に始まって以来、毎年1月と9月の年2

回行われ、今年は1月20日から24日の5日間、

パリで開催された「メゾン・エ・オブジェ」。デザ

インディレクター桐山登士樹が、特徴やトレン

ド予測、来場者の傾向や目的、主な日本企業や気

になる海外企業などの視察報告を行いました。

や ま だ・ ゆ う／ 2000年 ㈱
イデー入社。01年よりIDEE 
SHOP青山本店のバイヤーを
務める。03年㈱イデー退社後、
東京、恵比寿のコンテンポラ
リー・ジュエリーのギャラリー
gallery deux poissons（ギャ
ラリー・ドゥ・ポワソン）の立ち
上げに参加。07年㈲ドゥポワ
ソン退社後、NOOKA JAPAN

㈱最高執行役員に就任。また、フリーランスのクリエイ
ティブ・ディレクション組織、methodを立ち上げる。
09年デザインイベント「DESIGNTIDE TOKYO」の運
営組織である㈱イレブン取締役に就任。同年、㈱メソッ
ド（method Inc.）代表取締役に就任。現在に至る。

商 品 開 発 研 究 会 ［ 最新デザイン情報の提供、商品開発促進、企業間交流を目的とした研究会 ］

（左）「steteco.com OSAKA LABO」、（右）セレクトショップ「fireworks」で販売されている花火。
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二人の巨人

エットレ・ソットサスと倉俣史朗はとても仲がよく、深く共感しあっ

ていた友人同士でした。ただ、外側からこの二人を同時に語るとはと

ても難しいことです。生まれた国や文化的背景も違うし、社会的環境

も世代も違います。また何より表現自体も大きく違う。私は近くで仕

事をさせてもらいましたが、限られた、ごく一部しか知りえなかった

と思います。天才はどこか不可知の神秘的な要素があり、おそらく正

確にまた正当に語られ評価されるには時間がかかるでしょう。

デザインの意義を問いかける

ソットサスは80年代初頭、メンフィスと呼ばれる国際的デザイン運

動を起こします。メンフィスは、デザイナーには産業や経済に奉仕す

るだけではなく、人間的で本質的なクオリティを探求する社会的な責

務があるはずだという立場から、常識をくつがえし、半ば冗談のよう

なものをたくさんつくりました。倉俣さんも招待されて、作品を発表

しています。

「カールトン」（1981年）はメンフィスの代表的な作品のひとつで、

合板の上にラミネートを貼り、非常にカラフルで楽しく仕上がって

います。本棚ですが、彫刻のように自足している。ここでソットサス

は本棚とは何か？という問いかけをしていると言えます。また、ラミ

ネートでつくったものと、大理石でつくられたものと、どちらに価値

があると思うか、それはなぜかと挑発してもいるのです。素材の意味

の転覆という意味では、倉俣さんが試みたことと共通するものがあ

ると思います。デザインの意義、権威づけの構造、素材の価値、評価の

作られ方、価格など、デザインをとりまく様々な要素に揺さぶりをか

けたのだと言えるでしょう。

つくりたい空間に命をかけていた

倉俣さんの仕事は60年代後半、70年代前半からすでに画期的な業

績があり、浮遊、透明、光のあり方など、生涯を貫いたテーマが見られ

ます。「クラブ・ジャッド」（69年）という赤坂にあったクラブはコン

セプチュアルでミニマルなアメリカ現代アートと呼応するもの。今で

も行ってみたい眩惑的空間ですが、当時は衝撃的だったと想像され

ます。椅子の背にアクリルを使い、視界を遮らず、座が浮遊している

ようです。倉俣さんは「非在」という言葉を使っていましたが、アクリ

ルはそこにありながら、あたかも存在していないような印象を可能

にする素材でした。

「カリオカビルディング」（71年）では、内側から外側に回り込んでい

る照明がビルのサインになるというような斬新な表現方法がとられ

ています。インテリアを主に設計してきた倉俣さんの内と外という考

え方を如実に読みとれます。あっと言う間に改装されてしまったそう

ですが、70年代の初めに、このようなガラス張りの空間で「見ること」

「見られること」「見せること」という都市の劇場を演出するというの

は画期的なことでした。

当時、倉俣さんは、クライアントを説得して理想と信じられる空間をつ

くっていくということに命がけだったと思いますし、また、それを聞き

入れるクライアントもいました。こういった仕事を見ると、今はデザイ

ナーが経済活動上の要件に従順になってしまっているなと感じずにい

られません。デザイナーが経済原則やビジネス上の都合から自立して

いる、というソットサスらの志に通じるものが感じられますね。

人生に対して優しい

二人のことを思い出す時、コトバにならないものの大きさに当惑して

しまいますが、あえて言い表すならば、「人生に優しい」ということで

はないかと思っています。けれど、それはどういう意味なのでしょう？

ソットサスは倉俣さんのことを仕事集に寄せた文章に「史朗は人生と

いうものに対して、まるでナポリ人のように優しい」と書いています。

その頃、私は人生も、ナポリ人も、優しさも分かっていませんでしたが、

20年の間にイタリアにも住み、人生の荒野も味わい、職業人として秀

でているだけではなく、生きていることに開かれている、つまり人生

に優しいという態度が少しだけ分かるようになりました。

現代の標本

二つの木の画像を通して、両者の近しいところを感じていただければと

思います。まずは、倉俣さんが夢で見た、ガラスの箱の中にケヤキの木が

植わっていて、このガラスの中には風が吹いていたというスケッチ。

もうひとつはソットサスが送ってくれた97年のグリーティングカード、

「Tree of Life」つまり生命の樹が描かれているものです。

二人のベーシックな関心は、空間と時間であり、私たちの存在が根ざ

すところだったろうと考えています。倉俣さんのケヤキの木はガラス

ケースの中にあって、私たちと地続きのこの大地に根付いているわけ

ではない。けれども大きく枝を伸ばし、不思議にそよいでいる。そして、

風はどこから吹いてくるのでしょう。私たちは今見えるこの世界だけ

に存在しているわけではないのです。また、ソットサスの木の根は空に

根を張っている。幹や枝葉があるのは、宇宙の栄養分を吸っているから

ですね。私たちが地上にいるのは当たり前のように思っていますが、

神秘的な生命の発露です。どこからか吹いてくる風に気づかせてく

れる、今ここにいることの奇跡を静かに肯定してくれる、それが二人

のデザインだったと感じています。

二人はただ単に素敵なかたちをデザインしたかったのではなく、私た

ちの源にある空間と時間というもの、また知らず知らずに私たちが直

感している集合無意識と呼ばれているようなものに直に触って、それ

をこちら側に運んでくる作業をしたのだろうと思っています。20世

紀後半にデザインと呼ばれたメディアにはそのような働きがあっ

たのでしょう。時代によって、音楽だったり、絵画だったりするので

しょうが、未来の考古学者が私たちの時代を探るとき、二人の仕事

は「標本」のように扱われるだろうと思います。

正解よりも、問い続けることを

ソットサスは私がいつもややこしい質問をするのを面白がって、

さまざまな逸話を挙げて話をしてくれました。英語では、答えられな

い質問がある時、「それはいい質問だね」と切り返すことがありま

すが、ソットサスは時 「々正しい答えを得るよりも、問い続けることの

方が大切なんだよ」と言いました。

倉俣さんは、常套句を一切使いませんでした。子どもが初めて見たも

のをゼロから言葉に置き換えてゆくような新鮮な言葉遣い。その感覚

や言い回しは口から宝石がこぼれるようでした。

二人とも大きな視点を持ち、高い所から見渡すことができるのに、

大切なのは個人的で小さな物語だということを、毎日実践していたと

思います。ソットサスは、スタッフが何十人いても、一人ひとりに対し

て瞬時に視線を合わせてくれました。倉俣さんは、誰に対しても常に

人間同士としてのポジションを崩さなかった。学生さんから「握手し

てください」なんて偶像化されるのは苦手だったようです。ふたりの

近くにいると、昨日と同じ場所なのに遠くまで見晴らしがよくて、

気持ちいい風が吹いているな、と感じていました。

いとう・ふみこ／上智大学文学部社会学科卒業。出版
社編集部勤務後、クラマタデザイン事務所、ソットサ
スアソシエイツ日本代理人を勤めた後、渡伊。彫金専
門学校卒業後、フィレンツェでジュエリー職人として
活動。帰国後、「日本におけるイタリア年」の事業に携わり、
2003年パークス（デザインマネジメント、日伊ビジネス
コンサルティング）を設立。「スローフード日本語版」の編
集長を06年まで務める。08 〜 10年共立女子大学非常
勤講師。08年金沢市の特別企画事業おしゃれメッセにて
工芸作家によるジュエリー展をプロデュース。著書に「フィ
レンツェでジュエリー職人になる」(世界文化社)。翻訳書

「ジャスパー・モリソンのデザイン」（ADP出版）。

ケヤキのスケッチと

グリーティングカード

「Tree of Life」

クラブ・ジャッド(1969） ／写真：藤塚光政 カリオカビルディング(1971）  ／写真：藤塚光政

N I G H T  F O R U M  S T O R Y

エットレ・ソットサスと
倉俣史朗

伊東史子さんは、倉俣史朗、エットレ・ソットサス、二人の世界的巨匠

に仕えた方です。伊東さんの知的な判断力と配慮が二人の精神的な

支えになったことは確かです。昨年の7月まで東京六本木の21_21

デザインサイトで「倉俣史朗とエットレ・ソットサス」展が開催され

話題となりましたが、今回は側近中の側近に二人の素顔についてお話

しいただいたスペシャルなナイトフォーラムとなりました。

［ゲスト］伊東 史子　［日時］2011年10月26日㈬　［会場］呉音（クレオン）

エットレ・ソットサスと伊東史子氏(1991）

N I G H T
F O R U M
S T O R Y
第161 回 ナイトフォーラム
多彩なジャンルのゲストを招いての
講演および交流会

アイドル
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copper coaster
㈲モメンタムファクトリー・Orii／高岡市
銅器の着色技術を生かしたシンプルなコース
ター。テーブルやカウンターに彩りを添え、上質
な時間を演出する。

・他製品に比べ、断然軽く、テクスチャの良さを十分   

　に生かすことができている。

県内ベンチャー企業の新商品開発や販路開
拓を支援する制度で、富山県は平成17年度
から導入しています。認定商品は県との随意
契約により納品できるほか、県の使用後の評
価をもとに企業はブラッシュアップに繋げ
ることができます。
富山プロダクツに認定された商品は、この制
度に応募することができます。

トライアル発注制度

富山県では、県内で企画・製造された工業製品の中で、

デザイン性・性能・品質に優れたもの、富山らしさの

ある商品を「富山プロダクツ」として認定し、その普及と

販路拡大を支援しています。9月13日の選定会では、

過去最高の86点の申請の中から31点を選定。また、

デザインウエーブイン富山の開催に合わせて展示会を

開催しました。初選定の企業も多く、今後に向けて期待

が高まった機会となりました。

炭草花 スミボウ
アイオーティカーボン㈱／富山市
原料は高機能木炭と古紙。木炭の脱臭性・調湿性
を生かしたアイテムで、部屋のインテリアのア
クセントになる。

優れた富山ブランドを
全国へ発信！
平成23年度富山プロダクツに31点が選定

［富山プロダクツ選定品展示会］2011年9月29日㈭〜10月16日㈰

［展示会場］駅地下芸文ギャラリー

■各商品説明下に選定委員からのコメント

委員長／大 矢 寿 雄

委　員／浅 野 隆

　　　 石 黒 芳 郎

　　　 高 川 昭 良

　　　 野 田 雄 一

　　　 矢 口 忠 憲

　　　 桐山 登士樹

（富山県総合デザインセンター 所長）

（金沢美術工芸大学 教授）

（㈳富山県デザイン協会 常務理事・事務局長）

（高岡市デザイン・工芸センター 所長）

（富山ガラス工房 館長）

（富山大学芸術文化学部 准教授）

（富山県総合デザインセンター デザインディレクター）

選定委員

time and space オーバル
㈲モメンタムファクトリー・Orii／高岡市
真鍮の発色、グラフィカルな型抜き文字の組み
合わせが楽しい掛時計。 デザイン：羽田 純

ワンタッチ君
カワバタ㈱／富山市
お年寄りでも簡単に広げたり畳んだりできる
ゴミステーション。カラス被害を防止でき、周囲
の景観も損ねない。［A-1上蓋アルミタイプ］

・4つの時間の間は○でもいいから穴だけは空けて

　おいた方がいい。

・折り畳んだ状態のデザインを更に検討して、バー

　ジョンアップしてほしい。

SHIN 深清・新雪・心火
㈱ハシモト清／高岡市
富山の吹きガラスの技術を用い、透明や白など
のガラスの層を幾重にも重ね、一品ずつ丁寧に
手作りした具足。

ラクールドレイナー・ラクールトレー
㈱リッチェル／富山市
ドレイナーは清潔なキッチンに調和するデザ
インとサイズに、トレーは乾きやすい清潔設計
に仕上げた。

・美しい。

・技術レベルが高い。

・生活者のニーズに合っている。

・スマートなデザインでいい。

slit・smart
㈲モメンタムファクトリー・Orii／高岡市
真鍮を様々な技法で発色させたスマートな花器。
感性のおもむきを大切にデザインされたメタル
のインテリア。 カラー：孔雀（くじゃく）・碧海

（へきかい）・朧銀（おぼろぎん）・墨彩（ぼくさい）

・アーティスト、作家に作ってもらうとモノとしての

　クオリティを上げることができるのでは。

水紋
㈲モメンタムファクトリー・Orii／高岡市
果物、小物入れのほか、剣山やオアシスを利用
して花器にも。水面に落ちた水滴の波紋をイ
メージしたデザイン。 カラー：朧銀（おぼろ
ぎん）・墨彩（ぼくさい）

・テクスチャーは魅力的で大きな可能性を感じる。

・価格に見合った価値にしてほしい。

on the wall・on the wall mini
㈲モメンタムファクトリー・Orii／高岡市
多彩な生け方が楽しめる花器。空間を彩るタペ
ストリーとして。 カラー：孔雀（くじゃく）・碧海

（へきかい）・朧銀（おぼろぎん）・墨彩（ぼくさい）

・on the wallの花器部分のクオリティが低いので、 

　miniの形状をそのまま大きくしたほうがいいのでは。

hananorin 
㈱小泉製作所／高岡市
色々な季節の花や植物をイメージした卓上
りん。花の中から鳴っているような錯覚に
陥る、可愛らしい音色。 デザイン：安次富 隆

・心が落ち着く。

・どういう場面で使われるのか想像しにくい。

エコティ（PR02）
㈱西村精工／南砺市
木質ペレットを燃料とする環境に優しく高出力
の暖房機器。広い窓から炎を楽しめ、火を囲む団
欒が心も温める。 デザイン：深山 雅亮

・地元企業でこれだけの商品を開発したことを最大

　限に評価する。

pear
㈱小泉製作所／高岡市
見て和み、触って和み、聴いて和める。生活に潤い
を与えてくれる卓上りん。 デザイン：安次富 隆

・心が落ち着く。

・かわいらしくていい。

アカリネ004
㈲桂樹舎／富山市
紙の端を触ると揺れる円弧の振動を感知し、
LEDライトが1分間点灯。シェードには八尾町
の型染め和紙を使用。 デザイン：森宮 祐次／
販売：㈲桂樹舎・㈱アカリネ

・コンセプト、デザイン、パッケージともにすば

　らしい。

・コンセプトが優れている。・繊細さと大胆さを両方兼ね備えたたたずまいを

　完成させてほしい。

・城端織物の良さ、伝統を残すために選定したい。

・色のバリエーションをもっと見たかった。

・新しいオブジェの見せ方を検討して、置きたくなる

　有り様をみつけてほしい。

絹手織りショール
じょうはな織館／南砺市
昔 な が ら の 高 機 で1枚1枚 手 織 り し た、絹
100％のショール。紬糸を主に使用している
ため、柔らかな風合いが特徴。

（BOOK）STAND
羽田 純／高岡市
本やCDなどの間に立てるだけで、括弧記号
のデザインが中と外との関係性を可視化する
ブックスタンド。 デザイン：羽田 純

AQUARIUM Dumbbell
㈱竹中銅器／高岡市
｢アクアリウム｣シリーズのダンベル。流れるよ
うなフォルムとアルミ素材の美しさで｢美しい
生活｣を提案。 デザイン:澄川 伸一

AQUARIUM Fruit Bowl
㈱竹中銅器／高岡市
｢アクアリウム｣ シリーズのフルーツボウル。
流れるようなフォルムとアルミ素材の美しさ
で｢美しい生活｣を提案。 デザイン:澄川 伸一

sorriso
㈱リッチェル／富山市
必要なゴミを分けて捨てられるシステム。イン
テリアとして様々な室内に調和し、子供でも簡
単に使いこなせる。 デザイン：蓮池 槇郎

・よく考えられている。

ソーラーTIシリーズ
㈱リッチェル／富山市
ケースにはアルミダイカスト、蓋にはポリカー
ボネートを使い、丈夫で長持ち。使用温度範囲
も広く滑りにくい。

・よい。コストダウンをがんばって欲しい。

千本格子引き戸
㈱タニハタ／富山市
和室に光と風を取り入れる引き戸。素材は富山
県産杉材を使用。シンプルなデザインで様々な
居住空間に合う。

・繊細で美しい。正面から見ないと透けないので、 

　ブラインド代わりになっていい。

・炭の造形をもっと考えて欲しい。

・パッケージは優れている。

T O Y A M A  P R O D U C T S  2 0 1 2
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平成23年度新たに選定された商品を展示、発表。また、期間中に昨年度

までの選定商品の一部をギャラリーショップで販売。

富山で生まれた富山の良いもの

TOYAMA
PRODUCTS展

［会期］平成23年9月29日㈭〜10月17日㈪

［会場］駅地下芸文ギャラリー（富山県高岡市下関町6-1高岡ステーションビル地下街）

T O Y A M A

デ ザ イ ン セ レ クト 2 0 1 1

東 京 初 進 出！

毎年、県内で開催されている「TOYAMAデザインセレクト」。今年度は、秋にウイ

ング・ウイング高岡でデザインウエーブイン富山と同時開催し、また、スパイ

ラル（東京・青山）、松屋銀座（東京・銀座）で初の首都圏進出を果たしました。東京

展では、「富山プロダクツ選定商品」を中心に、富山生まれのデザイン性に優れた

商品と、クラフト作家の作品をとりそろえ、インテリアスタイリストの長山智美

氏に商品セレクト・ディスプレイを依頼しました。

デザインウエーブの一環として、同会場で開催。

富山プロダクツ新規選定商品の紹介もかねて

展示販売。

デザインウエーブ2011イン富山

TOYAMA
デザインセレクトショップ

［会期］平成23年9月29日㈭〜10月3日㈪

［会場］ウイング・ウイング高岡1階交流スペース

　　　  （富山県高岡市末広町1-7）

長山智美氏セレクトの商品を「ほっこり女子雑貨」

と「こだわり男子プロダクト」としてテーマわけし、

ディスプレイ、販売。

インテリアスタイリスト長山智美セレクション

Boy♥Girl

［会期］平成24年1月16日㈪〜1月22日㈰

［会場］スパイラル1階ショーケース

        （東京都港区南青山5丁6番23号）

長山智美氏セレクトの商品をキッチン雑貨に

クローズアップし展示販売。

長山智美セレクション

富山プロダクツフェア

［会期］平成24年2月1日㈬〜2月14日㈫

［会場］松屋銀座本店7階テーブルジョイ

        （東京都中央区銀座3-6-1）

ボーイ・アンド・ガール

TOYAMA
PRODUCTS展

初の県外展となった京都展では、平成23年度新たに選定された商品を

中心に41点（種類）を展示し、受注会を開催。

［会期］平成23年10月26日㈬〜11月7日㈪

［会場］Gallery Ort Project（京都府京都市左京区岡崎西天王町84-1-Ｂ）

新選定商品をお披露目。

T O Y A M A  P R O D U C T S

雫影（しずか）
㈱ナガエアート事業部／高岡市
日本庭園のような世界観を凝縮した、小さな
水盤。水面に花びらを浮かせるなど色々と楽
しめる。 デザイン:海内 英和

sprinkle
㈱ナガエアート事業部／高岡市
蔦や風化による汚れが壁を覆っていくような、
自然現象のランダムな様子をモチーフにした壁
掛けフック。 デザイン：倉本 仁／写真：太田 拓実

・アイデアと効果が魅力的。・壁に取り付けた姿がオブジェのようでいい。

・フックとしては価格が高いが、欲しくなるデザイン。

Plant's animal
㈱ナガエアート事業部／高岡市
生育に土の要らない ｢エアプランツ｣ を動物の体の
一部に見立ててデザインした亜鉛ダイカストのプ
ランツベース。 デザイン:青木 有理子

・価格が手ごろで商品価値が大きい。

・動物園を目指してバリエーションを増やしてみては。

優凜シリーズ どれみりん
㈱山口久乗／高岡市
独特の揺らぎを持つ音が、天から降りてきたかの
ように美しく響く。静かに奏でてみたい、おりん。

SUZU／林檎・洋梨・無花果
㈱能作／高岡市
花器の素材である錫が、水を清浄に保ち、花を
長持ちさせる。デザイン:五十嵐 久枝

・造形のクオリティが高い。 ・技術が優れている。

・ビブラフォン的演奏の仕方ができればベスト。

Oyster／Tray・Penstand
㈱ナガエアート事業部／高岡市
一枚の金属板から折り上げたステーショナリー。
デザイン:倉本 仁／写真：太田 拓実　

・デザインのクオリティは高いが、似たような商品

　は多いので、コンセプトを強く打ちだせるといい。

23.44
㈱ナガエアート事業部／高岡市
地軸と同じ傾斜角度(23.44度)に傘が傾く、
省スペースかつスリム設計の傘立て。
デザイン：今岡 正和／写真：太田 拓実

・傘立てを使う家族、シーンを考えて、必然的な形を

　追求してほしい。

竹ハツリ面拭漆カップ・ぐい呑み
南部治夫／富山市
伐採された竹を使い、加工時の様々なマチエー
ルを生かしながら、手仕事によって作りあげた
カップとぐい呑み。

金杯
天野漆器㈱／高岡市
上質感あふれる十二角の金付グラス。日本酒を
注ぐと螺鈿がガラスに反射し、万華鏡のように
輝きが広がる。 カラー：黒・朱

・アイデアの可能性、今後の展開を感じる。

・飲み口の金縁はあったほうがいいのか?

・お猪口のような商品で今後デザインを洗礼させて

　いってほしい。

nobi・hiro
㈱高田製作所シロカネブランド／高岡市
純錫の温もり、立ち姿の美しい鳥を感じさせる
片口。｢こぼさずに器に注ぐ｣という道具として
の高機能性を持つ。

・暖かみのあるフォルムが良い。

・片口にあう、猪口も商品の展開としてほしい。

長戸
㈲小野沢家具店／富山市
心地よい手触りと優れた調湿・防虫効果を持つ
桐を使った和タンス。棚を取り外して洋服ダン
スへの変更も可能。

・和と洋の機能面で折衷がなされていてよい。

・御社の特徴がよく出ているのでは。



2011年度（平成23年度）事業報告

事業名 名称・日時 内　容 摘　要 場　所

1.�デザイン開発
支援事業

商品開発研究会
2011.5.26

7.4

9.28

11.18

2012.2.21

第一部　�商品開発研究会H22年度事業実績報告及び
　　　　H23年度事業計画について
第二部　デザイントレンド速報「ミラノサローネ2011」

「社会×デザイン　ソーシャルデザインの広がり」

富山プロダクトデザインコンペティション2011最終審査会

「今」を仕立てる、山田遊の目の付けどころ

デザイントレンド速報「メゾン・エ・オブジェ2012」「KANAYAの取り組み」

講師：桐山　登士樹（総合デザインセンター　デザインディレクター）

講師：近藤　康夫（近藤康夫デザイン事務所　代表）

講師：山田　遊（㈱method　代表取締役／バイヤー）

講師：桐山　登士樹（総合デザインセンター　デザインディレクター）

富山県産業高度化センター
会議室

〃

〃

〃

〃

デザインアドバイザー事業
新川・富山相談窓口の開設 企業の商品開発や、PR、各種情報にいたるまで、幅広くサポート。

「商品開発についてアドバイスしてほしい」「企業の魅力や商品を効果的にPR
したい」「商品開発の補助事業を知りたい」といった様々な要望をもつ県内企
業、個人事業者の方を対象に個別相談に応じるデザイン相談会を開催。

【新川地区】
相談日時：毎月第1金曜日　13：30～16：30

【富山地区】
相談日時：毎月第2・4金曜日　13：30～16：30

富山県魚津総合庁舎
4F405会議室

富山県総合情報センタービル
2F第5会議室

プロジェクト推進事業
デザインコーディネート事業

2012.1.4～3.30 富山県内のデザイン開発支援策として、企業にデザイナーを派遣し、デザイン
を軸に魅力ある商品開発プロジェクトを発起させ、県内のデザイン開発を推
進する。

派遣先企業①：越中三助焼窯元（砺波市）
派遣デザイナー：矢野　宏治（83Design　代表／プロダクトデザイナー）
派遣先企業②：usuiworks㈱（富山市）
派遣デザイナー：小林　幹也（MIKIYA�KOBAYASHI�DESIGN　主宰／デザイナー/ディレクター）
派遣先企業③：㈲桂樹舎（富山市）
派遣デザイナー：粟辻　美早（㈱粟辻デザイン／グラフィックデザイナー）

2.�販路開拓支援
事業

デザインBizマッチング
in東京開催事業
長山智美セレクション
「Boy�&�Girl」

2012.1.16～1.22 富山プロダクツ選定商品を中心に、インテリアスタイリスト長山智美氏セレ
クトの商品を「ほっこり女子雑貨」と「こだわり男子プロダクト」としてテーマ
分けし、展示・販売。

展示・販売点数：91点（種類） spiral
1F「ショウケース」
（東京表参道）

デザインセレクト展
「TOYAMAデザインセ
レクト2011」高岡展
2011.9.29～10.3 「富山プロダクツ選定商品」を中心に、富山生まれの商品を展示・販売 展示・販売点数：93点（種類） ウイング・ウイング高岡

1F交流スペース

長山智美セレクション
「富山プロダクツフェア」

2012.2.1～2.14 「富山プロダクツ選定商品」を中心に、富山生まれの商品を展示・販売 展示・販売点数：56点（種類） 松屋銀座
7Fテーブルジョイ
（東京銀座）

3.�人材育成事業
�デザインスキル
アップ事業

ブランドデザイン基礎講座
2012.2.22 ブランドの基本構造をはじめ、地域、社会、商品にブランド力を付けるために

必要な考え方や活動を、豊富な事例を交え細かく解説する集中講座。
　ブランド基礎概論「ブランドの基本的考え方とデザイン活用」
　国内事例解説「Canon�NEOREAL」「KANAYA」を事例に
　海外事例解説「イタリアワイナリーを事例に」

講師：岡本　慶一（東京富士大学　教授）
講師：桐山　登士樹（総合デザインセンター　デザインディレクター）
講師：森　ひかる（建築家）

ウイング・ウイング高岡

4.�デザイン交流
事業

デザイン講習会
2011.7.21

11.16

「IN�&�OUT」

「 村正彰のデザインスケール」

講師：松尾　伴大（IN：ソニーエンジニアリング㈱　音響エンジニア
　　　　　　　　OUT：デザインプロジェクト　参／MILE）

講師： 村　正彰（ 村デザイン事務所／グラフィックデザイナー）

富山県産業高度化センター　
会議室

富山県立近代美術館

ナイトフォーラム
第161回ナイトフォーラム

2011.10.26 「エットレ・ソットサスと倉俣史朗の両巨匠論」−時代とデザイン− 講師：伊東　史子（デザインプロデューサー） 呉音（クレオン）
（富山市芸術パーク内）

5.情報発信事業
デザイントレンド
発進事業

機関誌の発行
2011.10/2012.3 offer38号・39号　平成23年度事業報告

デザイン雑誌情報 日経デザイン、AXIS、confort、ELLE�DECOR、Casa�BRUTUS、＋DESIGNING
などのデザイン誌を整備し、デザインセンターライブラリーなどで閲覧する
などの情報提供を行う。

6.越中富山お土
産プロジェクト

富山お土産プロジェクト委員会
2011.6.9

9.15

2012.1.25

とやまブランドPRイベ
ント「とやま極上物語」

2012.2.15

3.28

H22年度事業実績について、H23年度事業計画について

H23年度事業実施経過、新商品のパッケージ検討　他

とやまPRイベント、ギフトボックスについて　他

「越中富山幸のこわけ」をはじめ、富山県推奨とやまブランドなど、富山が誇る
“極上”を一堂に集結したイベント「とやま極上物語」を開催し県外のマスコミ
関係者にとやまブランドをPRする。

H23年度事業報告について

委員：中山　真由美（㈲ファインプロジェクト　アートディレクター）
　　　能作　幾代（nousaku店主、チーズソムリエ）
　　　羽根　由（㈱生活ネット研究所　代表取締役所長）
　　　平島　亜由美（北日本放送㈱　報道制作部　次長）
　　　大矢　寿雄（総合デザインセンター　所長）
　　　桐山　登士樹（総合デザインセンター　デザインディレクター）

〃

〃

トークセッション：赤池　学（㈱ユニバーサルデザイン総合研究所　所長）
　　　　　　　　　北村　森（商品ジャーナリスト、元日経トレンディ編集長）
　　　　　　　　　平島　亜由美（北日本放送㈱　報道制作部　次長）

委員：中山　真由美（㈲ファインプロジェクト　アートディレクター）
　　　能作　幾代（nousaku店主、チーズソムリエ）
　　　羽根　由（㈱生活ネット研究所　代表取締役所長）
　　　平島　亜由美（北日本放送㈱　報道制作部　次長）
　　　大矢　寿雄（総合デザインセンター　所長）
　　　桐山　登士樹（総合デザインセンター　デザインディレクター）

総合デザインセンター
プレゼンテーションルーム

〃

〃

八芳園　ニュイ
（東京都港区）

総合デザインセンター
プレゼンテーションルーム

事業名 名称・日時 内　容 摘　要 場　所

7.�デザインウエ
ーブ2011イ
ン富山

デザインウエーブ開催委員会
2011.4.27 富山県民会館　706号室

富山プロダクトデザイン
コンペティション2011
2011.5.27～7.29

8.4

�

9.28

9.28

募集
　作品パネル受付

第一次審査会
　一般応募作品470点を作品パネルで審査

第二次審査会�
　第一次審査を通過した9点を模型とプレゼンテーションによる公開審査

意見交換会
　�デザインウエーブ開催に伴い集まった、デザインコンペティションやワー
クショップの参加デザイナー及び商品開発研究会員企業をはじめとする県
内外企業の商品開発担当者が、意見交換会を行った。

審査員：秋田　道夫（プロダクトデザイナー）
　　　　廣田　尚子（プロダクトデザイナー）
　　　　山田　遊（㈱method　代表取締役／バイヤー）　
　　　　大矢　寿雄（総合デザインセンター　所長）

〃

参加企業数：21社（43名）、参加デザイナー数：14組、審査員等：6名

東京国際文化会館
（東京都港区）

富山県産業高度化センター
展示室

富山県産業高度化センター　
2Fラウンジ

ワークショップ
2011.8.19～8.21

9.2～9.4

「メタル」によるプロダクト制作

「ガラス」によるプロダクト制作

アドバイザー：大矢　寿雄（総合デザインセンター　所長）

アドバイザー：近藤　康夫（近藤康夫デザイン事務所／デザイナー）

高岡市デザイン・工芸センター、
総合デザインセンター

富山ガラス工房

デザインセミナー
2011.9.29 ｢変わる消費者、変わるデザイン｣ 講師：秋田　道夫（プロダクトデザイナー）

　　　山田　遊（㈱method　代表取締役／バイヤー）
ウイング・ウイング高岡
5F研修室

展示会
2011.9.29～10.3 「きみをまもりたい　～体を「守る」デザインから「拡張する」デザインまで～」

「富山プロダクトデザインコンペティション2011作品展」
「ガラスとメタルのワークショップ作品展」

ウイング・ウイング高岡
1F交流スペース

デザインウエーブ会議
2012.3.7� 次期審査員候補、デザイナー、バイヤー等を一堂に会し、デザインウエーブ開

発商品の流通支援や商品開発への提言を求める。また、商品化の促進等におけ
る本事業の課題、改善策等について意見交換会を実施し、今後の在り方を探る。

出席者：秋田　道夫（プロダクトデザイナー）
　　　　岩田　賢二（凖とやまデザイン賞2011受賞者）
　　　　臼田　香太・飯島　麻奈美（アトリエタイク㈱）
　　　　大治　将典（Oji&Design）
　　　　大友　学（stagio�inc.）
　　　　大畑　友則・瀧　ひろみ（switch�design）
　　　　倉本　仁（JIN�KURAMOTO�STUDIO）
　　　　小林　幹也（MIKIYA�KOBAYASHI�DESIGN）
　　　　紺野　弘道（プロダクトデザイナー）
　　　　佐藤　康三（法政大学デザイン工学部システムデザイン学科　教授）
　　　　下川　一哉（日経デザイン編集長）
　　　　谷口　真佐子（㈱アクシス　AXIS誌編集担当）
　　　　中溝　博之（TOTO㈱　デザインセンターデザイン企画部　部長）
　　　　長山　智美（インテリアスタイリスト）
　　　　橋田　規子（芝浦工業大学デザイン工学部デザイン工学科　教授）
　　　　長谷川　哲士（minna）
　　　　廣田　尚子（Hirota�Design�Studio）
　　　　松山　祥樹（とやまデザイン賞2011受賞者）
　　　　森宮　祐次（㈱アカリネ　代表取締役社長）
　　　　安西　葉子（DRILL�DESIGN）
　　　　山田　遊（㈱method　代表取締役／バイヤー）
　　　　県内企業　3社

ロイヤルガーデンカフェ
（東京都港区青山）

デザインウエーブ報告書
発行

2012.2.29�

2011.10～2012.3 富山プロダクトデザインコンペティション2011入賞作品、ワークショップ
提案作品試作及び商品化検討

8.富山プロダク
ツ選定事業

2011.4.1～9.12
（通年募集）

県内で企画、製造される性能、品質及びデザイン性に優れた工業製品の認定制
度「富山プロダクツ選定商品」の公募

選定委員会
　2011.9.13 応募（点数86点）された商品の中から31点（17社、2名）を「富山プロダクツ

選定商品」として選定。
審査員：委員長：大矢　寿雄（総合デザインセンター　所長）
　　　　委　員：浅野　隆（金沢美術工芸大学製品デザイン　教授）
　　　　　　　石黒　芳郎（㈳富山県デザイン協会　常務理事・事務局長）
　　　　　　　高川　昭良（高岡市デザイン・工芸センター　所長）
　　　　　　　野田　雄一（富山ガラス工房　館長）
　　　　　　　矢口　忠憲（富山大学芸術文化学部　准教授）
　　　　　　　桐山　登士樹（総合デザインセンター　デザインディレクター）

総合デザインセンター

選定証交付式
2011.9.29 選定企業への選定証交付 選定企業名：�㈱高田製作所、㈲じょうはな織館、㈲川端製作所、㈱ナガ

エ、㈱西村精工、羽田純、㈱タニハタ、㈱山口久乗、アイオ
ーティカーボン㈱、㈲モメンタムファクトリーOrii、天野
漆器㈱、南部治夫、㈱リッチェル、㈲桂樹舎、㈲小野沢家具
店、㈱小泉製作所、㈱能作、㈱竹中銅器、㈱ハシモト清　　

　　　　　　富山プロダクツ選定数31点（17社、2名）

ウイング・ウイング高岡
1F交流スペース

「富山プロダクツ2011」展
2011.9.29～10.16 今年度選定された31点と過去の選定商品を展示・販売 展示・販売点数：47点（種類） JR高岡駅地下芸文ギャラリー

「富山プロダクツ2011」京都展
2011.10.26～11.7

同時開催
2012.10.30

今年度選定された15点と過去の選定商品を展示・販売

「デザインの現場からデザインの力。デザインに出来たコト、出来るコト。」

展示・販売点数：41点（種類）

講師：桐山　登士樹（総合デザインセンター　デザインディレクター）
　　　有川　春代（Arts�&�Crafts�CitaCita　代表）
　　　辻村　久信（辻村久信デザイン事務所、㈱ムーンバランス　代表）
　　　佐藤　延弘（PULL＋PUSH�PRODUCTS.Craft�Designer）

Gallery�Ort�Project
（京都府京都市）

Jimukinoueda.bldg
1F�hacobu�kitchen
(旧㈱ウエダ本社南ビル)
(京都府京都市)
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